
2005,12,21 魎

多 利用 型統 合 的海 域 管 理計 画 のデザ イ ン

1.基 本方針

〔1)持 続的な水産資源利用による安定的な漁業の営みと海洋生物や海洋生態系の保全の

両立を目標とする。

{2)漁 業関係規則や漁業者 ・漁業団体が当海域で実施している自主管理措置といった漁

業闘連のルールを基調とする,・

2.記 載 項 目

相 関 図 を 踏 まえ て、 〔1}海 洋 生 態 系 の 保全C2)水 産資 源 の保 護 ・管 理(3)海 棲

ほ乳類 ・海鳥の保護 の3つ のカテゴリーで計画のフレームを整理

コ メ ン ト=ILTCNへ の政府 回答

2005.2.2政 府 回答

3

海洋生態系（環境）の保全

コメ ン ト=桜井座長の関連図から

整理

(1)基 本的考え方

・選産地域の海洋生態系が流氷の存在や水温の変化によって特徴づけられている旨記載

、 、 ミ 麟旨 笛 戸 亜 一 、'一

一

・知床海域を特 づける生、、.と して上'、 型性、特殊性の 舅点から注 される

コメ ン ト=委員の意見を踏まえて

3に 海洋生態系を位置づけ

:計画本体に係る意見一(の海域管

理計画の構成について'

酔 の種や生物群集を指標とし評価する旨記述

(2)指標種

①上位性 の指標種
剛 ㌧ 、 一 聖 、 言

、 崖臼 愚 hbSt"1N'

知 床 生 態.の 上位 に 亀 る性質の種及び地域産業を選定

② 」

、

}ワ シ類 ・ト ド ・アザ ラ シ ・漁 業 疏 ど

、、 典型 性 の指 標

"一 、

一 、 、 、 、

知床生態系の特 をUに 種を選定

ア イ ス アル ジ ー、 サ ケ、 ス ケ ダ ラ 夜 ど

特殊性の指標種一
里'誉 ξ こ 奇 一 、

コメン ト=IUGNの 回答に示 した

指標種を生態系で整理した

2004・11・5回答

・モニタリングのための指標や水

,準 醇っいては知床世界自然遺産候

補地科学委員会の意見も聴取しつ

つ、登録後速やかiご開発 し、管理

計画に組み込んでい く

コメン ト:委 員の意見を踏まえて

アイスアル㌢一か ら始まる生態系

として知床の生態系の典型性に位

概づけ

:デザインに係る意見一5海 洋生

態系の保全.

知床生態系が特 な で ることを示す種を選定
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オ オ ワ シ、 オ ジ ロワ シな ど.一一
一 、 」 雪田

IM

4.水 産資源の保護 ・管理

(1)基 本的な考え方(水 産資源の保護及び持続的利用に関する基本的な考え方を掲載)

【内容

○水産資源の維持培養錨鯉 と持続的な利用による漁業経営の安定1

・漁業関係法令、規則に基づく保護管理(公 的管理)の 推進
' 一 、法 呉 の塗遇 鴛理麹 記 の 登塑L

・漁業者の自主管理の促進

・調査研究やモニタリングによる資源動向の把握、評価(科 学的検証)

・検証結果の資源管理の取 り組みに対する適切な反映

(各関係機関において検証結果から必要とされる方策や措置等を検討

～ 関係機関の施策や漁業者の取 り組みに反映)

・将来の取 り組み方向や新たな考え方等(順 応的多魚種利用型漁業など)に っい

て科学委員会(WG)か ら助言があれば記述を検討

コメン ト=次項以降に指標種を保

護 ・管理する種として位置づけモ

ニタ リングを行うため、この項は

削除

コメン ト;委 員の意見を踏 まえて

修正

=デザインに係る意見一3水 産資

源の保護 ・管理

② 主要魚種の保護 ・管理

(現行の資源管理の取組やモニタリング等について魚種別に掲載)
}卜}、} 、

曇}■ 」 一A
、

ア.サ ケ類(シ ロザ ケ、 カ ラ フ トマス)
一 査 も

サ ク ラマ ス につ いて は 漁 がノ」な く'

にた わ れて い な い こ とか ら、 載 す る こ との 適 否 に つい て

曼・が 必

【内容】

①資源の保護 ・管理の取組

・水産資源保護法による保護培養

(人工ふ化放流事業の取り扱いについて検討)

遡河魚類の保護培養一ウ人工欝化放流

遡河魚類の通路確保

内水面での採捕禁止

・北海道海面漁業調整規則による管理

漁法制限 ・体長制限

コメン ト=漁 業生産の多いサケ類

を最初に記載
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・北海道内水面漁業調整規則による管理

内水面での採捕禁止期閻の設定(サ ケ周年)

河口付近等におけるさけ ・ます撮捕の禁止

・定置漁業権による管理

右艮垂処一ウ漁業法

内容→魚場の位置ぐ漁業時期

・漁業者の自主管理（記載方法の検討）

休漁措置

②調査研究、モニタリング及び資源評価

・サケ類に関する調査研究及びモニタリング

翻 L一
ヨ 量 塾 、 堕 で=一

(・ 来遊 革 想遡 な ど資 源 評 価シ ステ ム1につい て検 討)ttttttt

③今後の取組み方向(－ 現行のモニタリングや取組みの改善点、1将来の取組み方

向等についての科学委員会(WG)か らの助言を記述。)

イ.スケトウダラ【

【内容1

①資源の保護 ・管理の取組

・TAC設 定による管理

国はTAC法 に基づいて毎年決定する基本計画の申で、最夫持続生産量
▼'Ab

、Lの 漢,獲可能量

コメン ト=委員の意見を踏 まえて

修正

コメン ト;漁業生産の多いサケと

入れ替え

)

を定 めて い る。一̀
.▼

」-i

、 による酋理は 「・「、Lの 主 理 の で

・知事許可漁業(許 可枠 ・制限 ・条件等)に よる管理

根拠→北海道海面漁業調整規則

制限一〉操業区域 ・許可隻数 ・漁船規模 ・漁具(網 目)制 限等

・ 漁業者の自主管理(記 載方法の検討)

'理 協定による 理

禁漁期間 ・区域設定、漁具(網 目)制 限等

コメン ト=委員の意見を踏まえて

修正

1デザインに係 る意見一3水 産資

源の保護 ・管理

②調査研究、モニタリング及び資源評価

・スケ トウダラに関する調査研究及びモニタリング項目を記載
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調 査 項 且'、1、 ・き 畳'
、

、 、 二

'幽,、

舌 鳳

L

'.髄 し

・TACの 資 源 評価 シス テ ム

③ 今後の取組み方向（現行のモニタリングや取組の改善点、将来の取組み方

向についての科学委員会（WG）からの助言を記述

*(ウ.そ の他魚種別に記述する必要がある魚種)

(地域の重要魚種 としてホヅケ、キチジなどの要望があるが、資源調査等が十

分に行われていないことな どか ら、抽出 して計画に掲載することの適否にっ

いて検討が必要。)

エ,そ の他の水産資源(*一 括して記述)

(掲載する対象魚種は、許可 ・漁業権等の全対象魚種とするのか、絞 り込むのか?)

【内容】

①資源の保護 ・管理の取組

・北海道海面漁業調整規則による管理(体 長制限 ・期間禁止など)

・知事許可漁業(許 可枠 ・制限 ・条件等)に よる管理

・共同漁業権(行 使規則)に よる管理

・漁業者の自主管理

②調査研究、モニタリング及び資源評価

・・対象魚種に関する調査研究及びモニタリング項目を記載

③今後の取り組み方向 仁のモニタリングや みの 一点、'の

み 口等 につ いて の ミ'LV員 会WGか らの助 言糞贔 猷

5.海 棲ほ乳類 ・海鳥類の保護 ～

(1)基 本的考え方!

O海 棲ほ乳類(ト ド・アザラシ類)、海ワシ類(オ オワシ、オジロワシ)の 適切かつ

確実な保全管理措置の基本的考え方を記朝,

(2)保 護 ・管理等

【内容】

ア.ト ド

① 保護 ・管理の取組

・ 地域の漁業管理の必妻性と保護管理(駆 除)の 考え右を記載

コメン ト=IUCNへ の政府回答か

ら種 を選定

2005、2.2回答

・海域管理計画では 一 。海洋}

態系の食物連鎖 と物質循環を支え

る魚介類、海棲ほ乳類(トド・アザ

ラシ類)、海ワシ類(オ オワシ ・オ

ジロワシ)と いった海洋性の種に

係る適切かつ確実な保全管理措置

を明らかにする
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② モニタリング

・ 定点調査により出現個体数の変化を把握(モ ニタリング)

*行 政調査としては

・Ht6～ 水産庁調査:全 道調査

*学 術謁査としては

・H13～15ト ド来遊状況調査事業報告(桜 井泰憲)

イ.ア ザラシ類

① 保護 ・管理の取組

・ 地域の漁業管理の必要性と保護管理(捕 獲等)の 考え方を記載

② モニタリング

・定点調査により出現個体数の変化を把握(モ ニタリング)

*行 政調査としては

H17=(北 海道)海 棲ほ乳類回遊調査

*学 術調査としては

・北海道近海におけるゴマフアザラシの個体群生態学的研究(H14北 大博土論文)

・サハリン東岸及び根室海峡の流氷域におけるゴマフアザラシとクラカケアザラシ

の分布と食性(北 大修士論文)

ウ.オ オワシ

① 保護 ・管理の取組

・ 現在、国が検討中のオオワシ保護増殖事業計画の趣旨に沿った記載

② モニタリング

・ 飛来数調査 ・越冬吠況及び繁殖状況(モ ニタリング)

*行 政調査としては

H17:(環 境省)飛 来個体数 越冬状況及び繁殖状況のモニタリング

エ.オ ジロワシ

① 保護 ・管理の取組

・ 現在、国が検討中のオオワシ保護増殖畢業計画の趣旨に沿った記戴

② モニタリング

・ 飛来数調査 ・越冬状況及び繁殖状況(モ ニタリング)

*行 政調査としては

H17:(環 境省)飛 来個体数、越冬状況及び繁殖状況のモニタリング
」

オ.そ の他の海痩ほ乳類 ・海馬類

(政府回答では上記4種 であるが他に必要な種があるのか?)

(3)今 後の取組

・ トド→ モ ニ タ リング

5

コメン ト=知床の海洋生照系を維

持していくために必要なモニタリ

ングとして位置づけ

・モニタリング→ フィー ドバ ヅク

→措置→・モニタ リング

;計画本体に係 る意見一{(8)モニタ

リングについて
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・ アザ ラ シ類 → モ ニ タ リ ング

・ オオ ワ シ→ モ ニ タ リ ング

・ オ ジロワ シー・モニ タ リ ング

・ そ の他 の 海 褄 ほ乳 類 ・海鳥 類

、6,そ の 他、 記 載 す る事 項

(1)地 域の概測

・ 気象の状況

・ 流氷の状況

・ 海域の状況(オ ホーツク海の特異性など)

(2)マ リンデブリス

ζ一深 ヨ'
t騨 全

*(3)利 用適正化方策[

コメン ト=海域管理計画の構成に

よっては不要 となる

・ 遊魚や動力船による海域利用

・ カヤッキング利用者の海洋レクリエーション

現在、「国立公園利用適正化検討会議」で検討中であり、海域管理計画に掲載する

ことの適否について検討が必要。

(4)管 理体制[

・'『'『'コメ ン ト:IVCNへ の政 府回 答

2{}05.2.2

ω 一③ 計画 内 容一③ 海洋 レク リ

エー ションに 関す る利用 の適i「

方策

コメ ン ト:IUCNへ の政 府回 答

2005,2、2

ω 一③ 計画内容一④管理体制
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